
鶴ヶ島市立中学校生徒へのヒアリング実施結果【主な意見】 

令和６年１０月に（ 仮称）第１期鶴ヶ島市こども計画策定に向け、当事者の意見を参考にするため、市内児童館に来館した中学生を対象にヒアリングを実施した。

結果は次のとおり。 

質問内容 鶴ヶ島市立中学生（１年生～３年生２８人） 

Ｑ１ 鶴ヶ島市の良い点、

悪い点は。 

≪ 良い点 ≫ 

・交通指導員がいてくれているため交通事故、事件が少ない。 

・犯罪が少なく地域の人が優しい。治安がよい。 

・市民の森など自然が多く、まちがきれいだと感じる。 

・ゴミが少なくまちがきれい。 

・学校の近くに病院があり、つるワゴンも充実しているため生活しやすい。 

・脚折雨乞などの大きなお祭りがある。 

・こどもへの支援が充実している。タブレット端末1人 1台支給され、教室に大型モニターがある。 

・藤中学校体育館に空調設備がある。 

・学校の総合的学習の時間は、専門の先生がいて充実している。 

・市民センターなど清掃が行き届いている。 

・公園が多い。 

・ボランティア活動が多い。 

・災害が少ない。 

・歩いて行ける距離にお店がある。 

 

≪ 悪い点 ≫ 

・通学路や飯盛川が汚い。ごみ（吸い殻）が多い。 

・公園が少なく外でボール遊びができるところがない 

・児童館などの室内で遊べる公共施設が少ない。 

・富士見（商業施設が多い）と高倉（自然豊か⇔田舎）など地域差がある。藤金に市民センターがない。 

・お店（ショッピングモール・ゲームセンター）が少ない。 
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Ｑ２ 今までを振り返っ

て、もっと市にしてほしか

ったことは。 

・児童館（室内で遊べる公共施設）、公園など遊ぶところを増やしてほしい。 

・公園に遊具がほしい。ベンチをきれいにしてほしい。 

・バスケットボール、サッカーができる場所が欲しい。 

・写真映えする場所が少ない。 

・お店（商業施設）がほしい。 

・公園に蜂がでるので駆除してほしい。 

・初めて利用する場合、つるバス、つるワゴンの乗り方がわからない。乗り方の案内をバス停などに周知してほ

しい。また、バス停が少ないので増やしてほしい（バス停が家から遠い）。 

・広く活用できる公園がほしい。小学校低学年くらいまでは公園に遊具が必要だが、高学年になると遊具で遊

ばない。サッカーなど広いスペースを使って遊ぶ。 

・小学校の総合的学習の時間では、地域の高齢者から昔遊びを教えてもらったり、障害者がどのような日常を

送っているのか障害体験の授業があった。中学校でもあったらよいと思う。 

・校則が厳しい。髪型を自由にさせてほしい。 

・歩道が狭く自転車専用道路が少ないので整備してほしい。 

・児童館にバトミントンの道具、バスケットのゴールがほしい。 

・イルミネーション等、夜を明るくきれいにしてほしい。 

・地域のお祭りを増やしてほしい。 

Ｑ３ 放課後や休日に過

ごしたい場所、あったらい

いと思う場所は。 

・ららぽーとのようなショッピングモールや、飲食店がほしい。 

・中学生がいても違和感のない、児童館のような施設がほしい。 

・藤金からは市民センターの図書館分室が遠い。藤金に図書館があったらいい。 

・中学生になって遊びにくくなったと感じる。公園や児童館などの場所は小さいこどもが多い。遊んでいると

うるさいと言われることもある。 

・児童館でも中学生のイベントがないのでほしい。イベントがあれば交流も生まれて楽しいと思う。中学生の

居場所がない。中学生が過ごせる場所がほしい。 

・遊具がある公園がほしい。広いほうがのびのびできる。サッカーなどもできる。 

・自習室がほしい。自習するために図書館に行くこともある。 

 


